非定常時系列モデルとその応用 (1984年度研究発表会要旨 (統計数理研究所研究活動)) by 田村 (濱田)  義保 & Yoshiyasu Tamura(Hamada)
166 統計数理 第33巻 第1号 1985
 （a） subset regression
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               κ（N－pκ一〃十～）＝y（一M＋～）
のようにつけなおす．力番目のスバンは，／ツ（（力一1）κ十1），…，y（力K）｝となる．このスパンでの自己
回帰モデルを，
                 M             ユ1（～）＝Σα力（脇）ツ（～一m）十伽（O）十ε（～）
                m＝1
               乏＝（力一1）K＋1，……，力K
とする．ただし，ε（～）は平均0分散σ2の白色ガウス雑音であるとする．スペクトルの時間変化に関す
る制約として次のものを考える．
                  〃             o（力，～）＝Σ（伽十11力（m））ツ（ターm）十吻十1（0）一αク（O）
                 椛＝1
            此（力，ゴ）＝O
         亙C（力，～）C（力’，プ）＝（σ2／η2）δ〃・δ｛ポ
 oρ（m），σ2，η2および自己回帰の次数〃を次のようにして決める．データ分布を，
                 戸    ♪κ           M！（ylo，σ2）＝（2πσ2）0舳2exp（一ΣΣ（ツ（～）一Σα貞（m）y（～一m）一α声（0））2／2σ2）
                 カ＝1｛＝（力一1〕κ十1        肋‘1
とし，o少（m）（力＝2、…，P，m＝O，…，〃）に対する事前分布を，
                           P－1   〃一     9（α1ツ，σ2，η2）＝（2πσ2／η2）一（月一エ〕（M＋1”2／Vg exP（一η2Σ］   Σ   c（力，ゴ）2／2σ2）
                           力＝1｛＝（ρ一1）κ十1
であらわす．N。は規格化因子である．第2スパンから第Pスバンまでの自己回帰係数は，∫・gを最大
にするように推定される．第1スパンの係数α1（m），σ2は尤度関数
             舳（・）／，・，1・）一∫か／α／（・）／∫・ξ
を最大にするように決める．以上において，〃およびη2は与えられたものとして固定していたが，


















               太＝∫（κ1α）十ろ〃）十m（左）          （2）
なる貯蔵モデルを観測データz＝（κ三，…，ル，yエ，…，ル）から推定することを考える．（2）に対応する局
所線型マルコフ連鎖モデルはOzaki（1983）により
           篶十〃二4ピル十3ピパ十C土〃三十〃                   （3）
            ん＝e舳，＆二ろ（e舳一）ノ凡，
            C土＝戸，
            K上二1／∠オ・1o9｛1＋ノ｛■1（e”f－1）∫（ル）／ル｝，





          九、（、1、）一∂ル1α）｛ん1（κ一α）一1｝κ     （。）
                 秋…／吟α）利一1
これを数値的に求めるには次の発展型偏微分方程式を基礎に繰り返し法で解けば発散することたく求
まる．
㌣’α」｝…iαト｛午ω／一Φ｛｛余箏｝｝一1 （5）
